大阪府人事監察委員会退職管理部会
【委員の主な意見：○】
第７回退職管理部会　平成25年3月13日（水）開催
人材バンクの運用状況（主な発言）
○再就職者が現役の時に許認可等の関連業務に直接従事していなかったとしても、その同じ部局にいた職員を採用すれば、いろいろと有利に働く場合もあり、そこをどこまで考えるか？既に働きかけ規制も行っているし難しい問題。
○人材バンクを通す場合でも、民間への公募とセットにした方が透明性が高まる。府民も失業している中、人材バンクは府職員だけの優遇に見える。府は、求人情報を民間にも門戸を開くようお願いしている。というようにした方がよい。府として検討していただきたい。
○人材バンクは、再就職の実態を把握できる良さがある。
○再就職に関する、国・府・市の制度の違いを誰がみてもわかるように比較し、府や市は、国とは違い、どう透明性を確保しているのかわかるようにして公表すべき。
